
令和２年度国立国語研究所 日本語教師セミナー（国内）

対話システム研究と日本語教育
日 時： 令和3(2021)年2月27日（土） 13:00～17:20

会 場： Web開催（Zoom）

定 員： お申込み多数の場合は、人数を制限することもありますので、

どうぞお早めにお申し込みください。

《主催・問い合わせ先》
国立国語研究所 管理部 研究推進課
E-mail : ninjal-events@ninjal.ac.jp TEL：042-540-4353

昨今では、スマート・スピーカーが身近になり、AIの反応の質も、日進月歩で向上を続けています。対話
システムとは、人間と会話を行うコンピュータのことです。そんな対話をするAIを開発する研究が、対話シス
テム研究です。
日本語教師の方は、「それが日本語教育とどういう関係があるの？」と思うかもしれませんが、実は、日

本語教育とは、意外な接点があります。対話システム研究の手法の一部に、「人手で対話のシナリオを作
る」というプロセスがあるのです。それは、日本語教師が、学習者に日本語を教えるために、「対話」、「ダイ
アローグ」を作成するプロセスや考え方と驚くほど似ています。見方によっては、対話システム構築とは、機
械に日本語を教えることであり、一種の日本語教育とも考えられるのです。本セミナーでは、「ライブコンペ」
という、「対話システムと人間が実際にライブで会話を行い、その自然さを競う」というコンペの趣旨や内容を
紹介し、それがいかに日本語教師にとって興味深いか、また、日本語教師の側から貢献できることが多々
あるかということを論じます。また、逆に、対話システムとの会話のやりとりのプロセスや、簡単な対話システ
ムを作ってみるという試みが、日本語教育の研究や現場にいかに生かせるかを一緒に考えたいと思います。
これらを通して、AIとの共生社会を想定した、今後の日本語教育の新たな展開の契機の一つとしたいと思い
ます。

講 座 概 要

スケジュール

13：00～13：１5 「対話システムと日本語教育の関係とは？」（趣旨説明に代えて）
宇佐美 まゆみ（国立国語研究所 教授）

13：15～13：55 「対話システム研究の現状と日本語教育研究者・実践者に期待すること」
東中 竜一郎（名古屋大学大学院情報学研究科 教授）

14：00～14：40 「日本語教育における対話ロボット活用の可能性について」
飯尾 尊優（筑波大学システム情報系 助教）

14：45～15：25 「日本語教育と対話システム構築の接点」
白井 宏美（FCL（次世代コミュニケーション研究所）代表

慶應義塾大学SFC研究所 上席所員）

15：30～16：10 「AIの対話システムが日本語教育に応用できること、日本語教育が貢献できること」
西川 寛之（明海大学外国語学部 准教授）

16：10～16：25 休憩・質問記入

16：25～17：15 ディスカッション

17：15～17：20 閉会挨拶
宇佐美 まゆみ（国立国語研究所 教授）

申込み方法

国立国語研究所HPから
お申込み下さい。

（締切：2月18日（木））


